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カライドプロジェクトの概要

酸素燃焼によるCO2回収発電システム CO2輸送・貯留

酸素製造装置

石炭

再循環ガス （主にCO2）

O2
空気
（N2、O2）

非凝縮
性ガスN2

集じん設備

CO2液化回収
プラント

ボイラ

CO2
地下貯留

CO2貯蔵 搬送設備

G

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

ST 煙突

P

本プロジェクトは、豪州クイーンズランド州中央部のカラ
イドＡ微粉炭火力発電所（発電容量30MWe）において、
酸素燃焼技術を適用し、CCS（二酸化炭素回収・貯留）
技術の実用化に向けた、低エミッション発電の実証を行
なう。

目的

参加者

プロジェクト予算
総計 206MAUD

（日豪両政府からの補助含む）
※日本側負担：35MAUD

プロジェクト期間 2008～2016年 ・酸素燃焼適用改造
・酸素燃焼運転
・CO2注入、モニタリング日本側→ J-POWER、IHI、三井物産

豪州側→ ＣＳ Energy、Xstrata、Schlumberger、
豪州石炭協会（ACA）

カライドＡ酸素燃焼プロジェクトの概要

世界で初めて、30MWe微粉炭火力発電設備に酸
素燃焼技術を適用し、CO2回収からCO2貯留までの

一貫システムを実証するプロジェクト。

特徴

・既設、新設の発電所に適用可能。

・CO2回収エネルギーと回収コストの低減が可能。

・排出される窒素酸化物（NOx)の量を低減可能。

システム

酸素燃焼とは？

火力発電所等において、酸素のみで石炭等の燃料を燃
やし、ボイラからの排ガスの主成分をCO2とし、CO2回収
を容易にする技術。

・酸素を製造するため、酸素製造（空気分離）装置を設置。
・既存のボイラ技術を利用するため、排ガスを再循環し、火
炎温度を調整。
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酸素燃焼システムの原理



CO2 貯留サイト(候補） : 枯渇ガス田
位置 : 発電所の西約300km

発電所およびCO2貯留サイト計画

発電所サイト
*サイト : Callide-A 
No.4unit
*容量 : 30 MWe
*蒸発量: 123 t/h

(at 4.1 MPa, 460oC)

*運転開始: 1965 – 69
*設備改造: 1997/98
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カライドＡ発電所 酸素燃焼適用後予想図
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カライド発電所の概観


